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主
な
内
容

　日向保育所（玉川久美子所長・園児21人）の
ヤマブドウ摘み取り体験は13日、根井地区の大
泉農園で開かれました。
　子どもたちは、たわわに実ったヤマブドウの房
を見つけ、丁寧に摘み取り秋の恵みをたっぷり味
わいました。

た
わ
わ
な
秋
見
つ
け
た

た
わ
わ
な
秋
見
つ
け
た



おーい引っ張れ～（綱引き）

力強く選手宣誓した新山
地区の外舘尚紀選手　　

目当てのパンを選んでいる余裕は
なさそうです（グルメパン食いリレー）
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開
会
式
で
、
新
山
地
区
の
外

舘
尚
紀
選
手
が
家
庭
内
で
の
ス

ト
レ
ス
を
発
散
す
る
と
力
強
く

選
手
宣
誓
。
会
場
が
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
２
個
を
両
手

で
持
ち
な
が
ら
口
で
パ
ン
を
く

わ
え
て
リ
レ
ー
す
る
「
グ
ル
メ

パ
ン
食
い
リ
レ
ー
」、「
ム
カ
デ

競
争
リ
レ
ー
」、
小
学
生
の
男

女
が
ペ
ア
に
な
り
巨
大
な
パ
ン

ツ
に
入
っ
て
リ
レ
ー
す
る
「
デ

カ
パ
ン
レ
ー
ス
」
な
ど
の
団
体

競
技
な
ど
で
、
楽
し
く
競
技
し

な
が
ら
も
順
位
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

地
区
の
名
誉
を
懸
け
て
行
わ

れ
る
「
地
区
対
抗
リ
レ
ー
」
で

は
、
応
援
席
か
ら
大
声
援
が
送

ら
れ
、
選
手
た
ち
も
そ
れ
に
応

で
地
域
の
団
結
光
る

で
地
域
の
団
結
光
る

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
第
55
回
村
民
大
運
動
会

　第55回村民大運動会は４日、さわやかな秋晴れの下、山村広場で開催しました。
　８つの地区から約500人の村民が参加し、14種目の競技で、スポーツ・レク
リエーションで地域の団結力を競い合いながら、さわやかな汗を流しました。



小
野
寺
賞
が
贈
呈
さ
れ
た（
右
か
ら
）及
川
翼
、

間
明
渉（
円
内
）、 

野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

絆を深めます！（親子でゴール）

運動会の総合順位

村民体の総合順位

みんなのおかげで見事１位でゴールテー
プを切りました（地区対抗リレー）　 　

「いちに！いちに！」みんなの息がそろって
ます（ムカデ競争リレー）　　　　　　　　

あとはまかせたよ～（地区対抗リレー）

バトミントンラケットにソフトバレーボールを
乗せ平均台をジャンプ（卓越技能５種レース）

さらなる飛躍を期待
　　　　　　がんばる君に小野寺賞贈呈
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え
る
よ
う
力
走
し
て
い
ま
し
た
。

　

見
事
総
合
優
勝
に
輝
い
た
の

は
昨
年
第
４
位
に
泣
い
た
城
内

上
チ
ー
ム
で
、
昨
年
の
雪
辱
を

果
た
し
ま
し
た
。
同
運
動
会
が

最
終
競
技
と
な
る
、
第
22
回
村

民
体
育
大
会
の
6
種
目
の
競
技

が
終
了
し
、
運
動
会
の
優
勝
得

点
で
大
逆
転
し
た
城
内
上
が
、

2
年
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
競
技
な
ど

で
優
れ
た
成
績
を
収
め

た
個
人
や
団
体
に
対
し

贈
ら
れ
る
小
野
寺
賞
が

４
日
、
村
民
大
運
動
会

の
開
会
式
に
お
い
て
、

１
団
体
と
２
個
人
が
表

彰
、紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

▼
野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
第
27
回
岩
手
日
報
杯

三
陸
海
岸
学
童
軟
式
野

球
大
会
兼
第
15
回
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
カ
ッ
プ
学
童

軟
式
野
球
大
会
で
優

勝
）、▼
野
田
村
立
野
田

中
学
校　

間
明
渉
（
第

56
回
岩
手
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
柔
道
競
技

個
人
50
㌔
級
で
優
勝
）、

▼
岩
手
県
立
久
慈
工
業

高
等
学
校　

及
川
翼

（
第
43
回
岩
手
県
高
等

学
校
新
人
大
会
、
第
61

回
岩
手
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
お
よ
び
平

成
21
年
度
東
北
高
等
学

校
選
手
権
大
会
の
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競

技
個
人
69
㌔
級
で
す
べ

て
優
勝
）

順位
１
２
３
４
５
６
７
８

地 区 名
城 内 上
明内  ・  横 合
米田  ・  南 浜
泉沢  ・  中 平
新 山
玉 川
城 内 中
城 内 下

点数
400
385
379
364
361
340
306
304

順位
１
２
３
４
５
６
７
８

地 区 名
城 内 上
米田  ・  南 浜
新 山
泉沢  ・  中 平
明内  ・  横 合
玉 川
城 内 中
城 内 下

点数
111
105
95
87
71
64
61
43



豊かな自然が子どもたちの遊び場です

やっと１匹つかまえた
（イワナつかみ取り）

大人気のイワナつかみ取り

仲良し３人組

みんないっしょに仲良くＧＯ！

ゆらさないで～

4平成21（2009）年10月号　№439　広報のだ

豊
か
な
自
然
で

　
　

秋
を
満
喫

の
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ジ
ア

の
広
場
ま
つ
り
」
は
９

月
27
日
、
日
形
井
地
区
の
ア
ジ

ア
の
広
場
で
開
か
れ
、
秋
晴
れ

の
陽
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
大

勢
の
人
が
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
地
区
の
住
民
ら
が

手
打
ち
そ
ば
、
豆
腐
田
楽
、
く

し
も
ち
、
焼
き
イ
ワ
ナ
な
ど
を

店
頭
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
郷
土
料
理
を
買
い
求
め
よ

う
と
多
く
の
人
が
長
い
列
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
輪
投
げ
大
会
」
や
「
竹
と

ん
ぼ
を
飛
ば
せ
」、「
イ
ワ
ナ
つ

か
み
取
り
」
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
や
家
族
連
れ
が
参
加
し
て
に

ぎ
や
か
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
「
の
だ
焼
き
体
験
」
で
は
、思

い
思
い
の
小
物
入
れ
な
ど
、
模

様
や
形
を
じ
っ
く
り
考
え
な
が

ら
創
作
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
は
大
き
な
輪

を
作
り
、
伝
統
の
太
鼓
の
リ
ズ

ム
で
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
景
品
付
き
の
も
ち
ま

き
で
は
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者

が
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
も
ち
を

拾
い
集
め
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

秋

ア ジ ア の 広 場 ま つ り



小型ポンプの部で優勝した同第５分団

ポンプ車の部で優勝した野田村消防団第９分団

第１線および第２線を延長し、火点にめがけ注水する操作員

無駄のない連携した動作で筒先員交代　

指揮者が「操作、始め」の合図。操作員が「よし」と合図すると、吸管操作など息の合った機敏な動きを見せた
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野
田
村
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
（
村
、
村
消
防
団
主

催
）
は
９
月
27
日
、
野
田
村

民
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
訓
練
を

重
ね
て
き
た
村
内
の
全
９
分

団
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
の
部
３

チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

６
チ
ー
ム
が
消
防
操
法
の
技

術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
の
結
果
は
、

第
９
分
団
（
廣
内
行
雄
分
団

長
）が
優
勝
、第
７
分
団（
近

藤
健
二
分
団
長
）
が
準
優
勝

し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、

第
５
分
団（
弐
又
功
分
団
長
）

が
優
勝
、
第
２
分
団
（
田
中

保
雄
分
団
長
）
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。

　

優
勝
お
よ
び
準
優
勝
し
た

各
分
団
は
、
来
年
、
本
村
を

会
場
に
行
わ
れ
る
岩
手
県
消

防
協
会
久
慈
地
区
支
部
消
防

操
法
競
技
会
に
出
場
し
ま
す
。

F e s t i v a l   o f   fi r e   fi g h t i n g   t e c h n o l o g y .

Congratulations.

消
防
技
術
の
祭
典

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会



塩の道をひたすら歩く参加者

6

「
塩
の
道
」を
歩
こ
う

「
塩
の
道
」を
歩
こ
う

「
塩
の
道
」を
歩
こ
う
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塩
の
道
を
歩
こ
う
会
（
同
実

行
委
主
催
）
は
９
月
27
日
、
約

60
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。

　

か
つ
て
先
人
た
ち
が
、
牛
の

背
に
塩
を
乗
せ
て
運
ん
だ
「
野

田
塩
ベ
コ
の
道
」。
久
慈
市
山

根
町
を
ス
タ
ー
ト
し
、
野
田
村

日
形
井
地
区
の
ア
ジ
ア
の
広
場

ま
で
、
約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

歩
き
ま
し
た
。

「
塩
の
道
」
は

　
　
　
「
命
の
道
」

　

長
く
厳
し
い
、
み
ち
の
く
の

冬
に
耐
え
る
に
は
、
塩
に
よ
る

保
存
食
が
必
要
で
し
た
。

　

牛
方
た
ち
の
生
活
は
苦
し
く
、

一
家
の
生
活
が
か
か
っ
て
い
た

牛
方
は
、「
塩
の
道
」
に
頼
り
、

塩
と
交
換
し
た
食
糧
を
待
つ
家

族
ら
の
た
め
に
、
命
が
け
の
旅

に
出
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

野
田
の
塩
は
北
上
山
地
を
越

え
、
盛
岡
ま
で
運
ば
れ
穀
物
と

交
換
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
塩
は
、

牛
の
背
に
乗
せ
て
運
び
、
盛
岡

や
雫
石
で
は
「
野
田
ベ
コ
」
と

呼
ば
れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
秋

田
県
の
鹿
角
地
方
ま
で
運
ば
れ

ま
し
た
。

製
塩
場
が
再
開

　

野
田
村
の
製
塩
は
、
塩
専
売

法
が
施
行
さ
れ
る
明
治
37
年
12

月
ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
第
２
次
大
戦
中
昭

和
18
年
ご
ろ
、
自
家
用
製
塩
は

戦
時
特
例
法
に
よ
っ
て
再
開
し
、

前
浜
に
は
製
塩
場
が
乱
立
し
、

１
０
０
カ
所
余
り
の
釜
が
た
か

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

直
煮
製
塩
の
背
景

　

野
田
塩
の
製
塩
も
先
住
民
族

の
歴
史
と
と
も
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
地
方
は
気
候
や
地
形
に

恵
ま
れ
ず
、
塩
田
の
発
生
を
見

な
い
ま
ま
、
直
煮
法
に
終
止
し
、

製
塩
の
歴
史
を
終
わ
り
ま
し
た
。

効
率
の
良
い
塩
田
が
瀬
戸
内
な

ど
で
盛
ん
に
開
発
さ
れ
る
時
代

に
も
め
げ
ず
、
三
陸
地
方
で
直

煮
製
塩
が
、
明
治
末
期
ま
で
続

け
ら
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、①

三
陸
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
あ
り

豊
か
な
塩
木
山
が
近
く
せ
ま
り
、

海
水
を
く
み
や
す
い
②
九
戸
地

方
の
砂
鉄
鉱
山
は
、
全
国
有
数

で
、
鉄
釜
が
安
く
手
に
入
っ
た

③
当
地
方
は
、
耕
地
も
少
な
く

冷
害
を
受
け
や
す
く
飯
米
の
確

保
に
は
、
製
塩
に
頼
る
こ
と
が

多
か
っ
た
―
な
ど
で
す
。

観
光
庁
が

「
野
田
の
ツ
ア
ー
」

を
本
県
で
唯
一
採
択

　

観
光
庁
は
７
月
、
産
業
遺
産

の
見
学
な
ど
地
域
資
源
を
活
用

し
た
体
験
・
交
流
型
の
旅
行

「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
普

及
に
向
け
て
宣
伝
費
な
ど
の
一

部
を
国
が
負
担
す
る
実
証
事
業

に
、
全
国
で
28
件
の
ツ
ア
ー
を

採
択
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
の
は
、
団
塊
世

代
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

か
つ
て
絹
の
流
通
ル
ー
ト
だ
っ

た
群
馬
、
長
野
県
境
の
碓
氷
峠

の
鉄
道
施
設
跡
な
ど
を
見
学
す

る
「
知
的
美
人
が
行
く
西
上
州

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ツ
ア
ー
」
や
、

京
都
市
内
に
残
る
唯
一
の
水
引

工
芸
職
人
の
指
導
で
体
験
制
作

な
ど
を
行
う
「
き
ょ
う
と
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ア
ー
」
な

ど
で
す
。
各
ツ
ア
ー
は
地
元
の

観
光
協
会
や
旅
行
会
社
な
ど
が

主
催
。
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
結
果
を
今
後
の
旅

行
商
品
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

　

本
県
か
ら
は
「
野
田
塩
ベ
コ

の
道
を
歩
く
、
健
康
で
エ
コ
な

ツ
ア
ー
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

同
ツ
ア
ー
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
（
N
P
O
法
人
）
い
わ

て
N
P
O
セ
ン
タ
ー
と
ト
ラ
ベ

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
共
同
事
業
。

南
部
曲
が
り
家
で
の
野
田
塩
づ

く
り
体
験
や
地
元
神
楽
の
鑑
賞
、

野
田
塩
ベ
ゴ
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
通
し
て
住
時
の
面
影
を
た

ど
る
も
の
で
す
。

つらくて長い険し

い山道。厳しかっ

た生活と歴史に触

れながら、先人の

苦労を振り返る、

ニューツーリズム

「塩の道を歩く、健

康でエコなツアー」

が注目を集める。

L e t ' s  w a l k  o n  t h e  s a l t  r o a d .



野田丹後玉造の遺徳をしのび、墓前で
手を合わせる小田祐士村長（手前）　　野田家を囲み海蔵院本堂前で記念撮影する参加者 法要後、あいさつする野田正さん

歴史民俗講演会

　

野
田
村
の
藩
制
時
代
最
後
の

領
主
だ
っ
た
野
田
丹
後
玉
造
の

百
回
忌
法
要
は
9
月
20
日
、
同

村
野
田
の
海
蔵
院
で
営
ま
れ
、

村
民
ら
が
遺
徳
を
し
の
び
ま
し

た
。

　

村
の
歴
史
を
語
る
会
（
久
慈

竹
蔵
会
長
）、
野
田
家
、
旧
家

臣
団
な
ど
の
共
催
で
約
80
人
が

参
列
し
ま
し
た
。
東
京
都
に
住

む
玉
造
の
子
孫
の
野
田
正
さ
ん

（
63
）
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
で
焼
香
。野
田
さ
ん
は「
旧

家
臣
団
や
村
の
歴
史
を
語
る
会

な
ど
が
玉
造
を
忘
れ
ず
に
い

た
。
あ
た
た
か
い
心
遣
い
に
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

野
田
さ
ん
ら
は
、
同
会
が
今

夏
に
周
辺
を
き
れ
い
に
整
備
し

た
墓
を
訪
れ
、
再
び
手
を
合
わ

せ
ま
し
た
。

　

玉
造
は
幕
末
期
の
盛
岡
藩
家

老
。
廃
藩
置
県
の
後
に
野
に
下

っ
た
際
、
扶
持
を
失
っ
た
藩
士

の
た
め
に
私
財
を
な
げ
う
っ
て

職
業
教
育
を
施
し
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
村
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
同
会
主
催
の
歴
史
民
俗

講
演
会
も
行
わ
れ
、
村
内
外
か

ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
同
講
演
会
は
、「
盛
岡
藩

と
八
戸
藩
、
戊
辰
戦
争
と
野
田

家
」
と
題
し

て
九
戸
歴
史

民
俗
の
会
・

酒
井
久
男
会

長
が
講
師
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

遺徳をしのぶ
野田家最後の領主
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野
田
丹
後
玉
造

　

村
民
ら
百
回
忌
法
要

玉造儀三十三回忌法要参列者記念写真 （昭和17年10月23日、海蔵院本堂前）

宇　

部　
　
　

静

一　

力

（47歳）

小
野
寺　

石
五
郎

上
屋
敷

（54歳）

中　

野　

義　

広

カ
ネ
ヨ

（56歳）

村　

田　

豊　

作

コ
ー
ジ
屋

（47歳）
小　

田　

賢
太
郎

小
松
屋

（54歳）

大　

沢　

源
一
郎

門　

前

（64歳）

前　

田　

貢
三
郎

前　

安

（46歳）

大　

沢　

赳　

夫

カ　

ド

（61歳）

中　

野　
　
　

武

横　

町

（39歳）

大　

沢　

忠　

治

門
前
カ
マ
ド

（72歳）

中　

野　

健　

三

中　

健

（52歳）

中　

野　

浅
五
郎

泉　

田

（51歳）

頼
道
全
戒
大
和
尚

海
蔵
院
15
世

（59歳）

新　

山　

継
太
郎

前
田
カ
ミ

（69歳）

大　

沢　

三　

吉

細　

畑

（75歳）



信号機や標識などの交通ルールを守りながらプレーする参加者

鈴なりに育ったヤマブドウの収穫体験をした参加者

なでしこ組のダンス「キッズパイレーツ～めざせ！宝島～」
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交通事故をなくし安全むらづくり
ストップ・ザ・ボールで事故防止

　野田村地域安全協議会（会長・小田祐士野田村長）
主催の「ストップ・ザ・ボールで交通安全」が９月26
日、村民広場ゲートボール場で開かれました。
　村民約150人が18チームに分かれて参加し、ゲー
トボールの要領でゲームを行い、コート内に設置し
た標識や信号機で安全を確認しながら交通ルールを
再確認し、元気なプレーを見せました。久慈署チー
ムも初参加し交通安全を訴えていました。
　ストップ・ザ・ボールは、元久慈署野田駐在所長
の及川皓正さんが考案したものです。

鈴なりの秋を実感
ヤマブドウ収穫始まる

　ヤマブドウ狩り園の開園式（野田村山ぶどう生産
組合など主催）は９月26日、根井地区の大泉農園で
開かれ、村の３農園で一斉に秋の収穫体験と農業へ
の理解を深めました。
　同組合の渡辺正敏組合長が「古くから滋養強壮や
貧血などに効果があり健康食品として親しまれてき
たヤマブドウを健康増進に役立てて欲しい」とあい
さつ。小田村長らがヤマブドウが付いたツルをテー
プに見立ててテープカットをしました。
　このあと収穫体験や鈴なりに育つヤマブドウを使
ったジャムづくり体験も行われました。

秋晴れの空に元気な声響く
野田村保育所運動会

　野田村保育所（中村智子所長、園児90人）で９月
19日、秋晴れが広がる空の下、子どもたちが楽しみ
にしていた運動会が、盛大に開かれました｡
　わが子の頑張る姿をカメラやビデオに収めようと、
朝早くから大勢の家族らが取り囲みました。
　園児たちは、この日のために練習したリレーやダ
ンスなど、体いっぱい使って一生懸命な姿を披露し
ました。
　保護者らが紅白に分かれて行うリレーでは、園児
が身を乗り出して、大きな声で応援していました。



ＡＥＤを使った心肺蘇生法を体験する児童

救命胴衣の大切さを訴える推進員

ますます精進すると決意を語った野田村消防団・弐又功第５分団長
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万が一に備え命をつなぐ
小学生がＡＥＤ体験

　野田小学校（沢里優子校長、児童230人）の５-６
年生83人は、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）による
心肺蘇生法を体験しました。
　児童は、久慈消防署野田分署の救急救命士３人か
ら指導を受け、人が倒れた想定でＡＥＤを実際に作
動させ、ダミー人形に電気ショックを与えました。
　万が一の救命処置に備え、参加者は真剣な表情で
気道確保や心臓マッサージを繰り返しました。
　村内には役場、体育館や小中学校などに12台のＡ
ＥＤが配備されています。

救命胴衣の着用を呼び掛け
野田村漁協女性部が訴え

　野田村漁協女性部（安藤八重子部長）の救命胴衣
着用推進員「ライフガードレディース」は９月29日、
同漁協で組合員にチラシを配布し、救命胴衣の常時
着用と海難事故の防止を呼び掛けました。
　同女性部では７月、同レディースを組織し、出漁
前などに呼び掛けを行っています。今回は同漁協で
開かれた海難防止講習会の前に実施。推進員10人が
組合員にチラシを１枚ずつ配りました。
　安藤部長は「愛する海で命を落とすことがあって
はならない。救命胴衣の着用率100％を目指し取り組
んでいきたい」と心を引き締めました。

熱い情熱と使命が実を結ぶ
村消防団・弐又第５分団長が受章

　第51回岩手県民の警察官・消防職団員（産経新聞
社・岩手めんこいテレビ主催）の表彰式が９月16日、
盛岡市松尾町の盛岡劇場で開かれました。県内から
２人が受章し、野田村消防団第５分団の弐又功分団
長（58）らが受章しました。
　表彰式では、産経新聞東京本社の津崎文明・編集
局地方部長から表彰状が、岩手めんこいテレビの前
田秀男編成技術局長から県民の消防職団員章がそれ
ぞれ贈られました。
　弐又分団長が「ますます精進し住民の付託に応え
られるよう努力する」と決意を新たにしました。

そ　せい



ボール送りで元気なプレーを見せる参加者

小田祐士村長（中央）から祝いを受ける出席者

回収したごみをトラックから降ろす村職員
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笑顔で楽しみながらプレー
シルバースポーツ大会

　村老人クラブ連合会（大平茂会長）主催の第11回
村シルバースポーツ大会は９月25日、村体育館で開
かれました。
　同連合会の会員ら約140人が参加し、紅・白・黄
に分かれ９種目の競技を行い、交流と親睦を図りま
した。
　野田村保育所と日向保育所の園児らによるダンス
も披露されました。両保育所の園児らと協力し合う、
輪投げリレーなど、和気あいあいと笑顔で楽しみな
がら元気にプレーしていました。

長寿の祝福に３００人
野田村敬老会

　野田村敬老会が９月19日、村体育館で開かれ、本
年度中に75歳以上となる826人のうち約300人が出席、
長寿の祝福を受けながら、互いの健康や豊かな生活
を願いました。
　小田祐士村長が「皆さんの元気な顔を見ることが
できてうれしい。今後もますます健康に過ごしてほ
しい」とあいさつ。米寿28人の代表、中野正之さん
（88）に祝品を贈りました。
　乾杯後は、バレエ、ヨサコイソーランや日本舞踊
などが披露され、出席者を楽しませました。

きれいなむらづくりへ村民一丸
村土クリーン作戦

　野田村のむらづくり運動推進協議会（前田公司会
長）はこのほど、村内全域で村土クリーン作戦を行
いました。
　地域住民が周辺の道路で空き缶などのごみを拾い、
村職員がトラックを使い回収しました。
　集まった空き瓶や缶、ペットボトル、電化製品な
どの量は、４月と比べ約500㌔少ない520㌔です。
　この活動は毎年、春と秋に行い清潔なむらづくり
を目指し、村民一丸となって取り組んでいます。



団体の部最優秀賞の北区はまなす会の花壇

稲を刈り取りはせ掛けに向かう子どもたち

小田祐士村長（中）から目録などを贈呈された橋本直人さん（左）と
前川真智子さん
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秋の花できれいな村を
秋季花いっぱいコンクール

　むらづくり運動推進協議会（前田公司会長）は10日、
秋の花いっぱいコンクールを実施しました。
　コンクールには、５個人と12団体が申し込み、そ
れぞれの花壇や庭園を審査しました。審査会には、
協議会役員のほか久慈農業改良普及センターの大里
達朗主任農業普及員が審査に当たりました。
　どの作品も花の種類や手入れも行き届いていた中
で、個人は、根井の佐藤京子さん、団体では北区は
まなす会が最優秀賞に選ばれました。

喜びと苦労を実感
野田小４年生が稲刈り体験

　村と野田小学校主催の稲刈り体験は６日、野田小学校
近くの田んぼで行われ、４年生児童47人が参加しました。
　通年の田んぼ作業体験事業の一環として実施｡約1.6㌃
の田んぼ一面に実をつけた稲穂を収穫しました。子ども
たちは、かまで稲を刈り取り、束ねて乾燥させるため、
はせ掛けにしました。
　小野莉加子さんは「刈り取るにはすごく力が必要だっ
た。こんな大変な仕事と思わなかったけど、楽しかった」
と収穫の喜びと苦労を実感していました。
　稲は約２週間ほど天日干しして脱穀。精米後は学校給
食で味わいます。

明 エンゼル祝金を贈呈

　エンゼル祝金贈呈式は９月18日、役場応接室で行
われました。
　橋本直人・智美夫妻（中平）の６月生まれの凛ち
ゃん（第３子）、前川浩一・真智子夫妻（下泉沢）の
９月生まれの佳梨ちゃん（第４子）の２人が対象に
なりました。
　贈呈式には２組の保護者が出席。小田村長が「子
どもたちと明るく楽しい家庭を築いてください」と
目録を手渡しました。

りん

か　りん

るく楽しい家庭を支援



農業委員による農地転用許可案件の履行状況調査

調査後の検討会

雑草木が生い茂った耕作放棄地

　

野
田
村
農
業
委
員
会
は
９
月

28
日
、「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
、
村
内
（
堀
内
机
・

玉
川
地
区
な
ど
）
の
農
地
の
現

状
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
優
良

農
地
の
確
保
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
を
推
進
し
、
違
反
転
用
の

早
期
発
見
と
ご
み
の
不
法
投
棄

を
防
止
す
る
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　　

今
回
の
調
査
で
は
、
農
地
転

用
許
可
案
件
の
履
行
確
認
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
終

了
後
は
農
業
委
員
全
員
に
よ
る

検
討
会
を
開
催
し
、
問
題
点
や

課
題
・
今
後
の
指
導
な
ど
も
協

議
し
ま
し
た
。

適
正
な
農
地
の
管
理
を
！

　

農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手

不
足
な
ど
に
よ
り
、
耕
作
放
棄

地
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
せ
ず
放
置
す
る

と
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、
周
辺

農
地
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
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と
も
あ
り
ま
す
。
村
内
の
農
地

を
有
効
活
用
し
、
遊
休
化
と
な

ら
な
い
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
農
業
委
員
会
で
は
、
村

内
の
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け

て
、
あ
っ
せ
ん
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
を
お
持
ち
で
自
分
や
家

族
で
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
な
ど
、
早
め
に
各
地
区
の
農

業
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農業委員会だより

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

農
地
の
有
効
活
用
を
め
ざ
し
て

①国民年金の第１号被保険者で
②年間60日以上農業に従事する
③60歳未満の方なら

どなたでも

加入できま
す

　　　　　　　   家族一人ひとりの年金が大切です！
老後の備えには
　　　　　　　   国民年金プラス農業者年金が基本です！

　　　　　　　   家族一人ひとりの年金が大切です！
老後の備えには
　　　　　　　   国民年金プラス農業者年金が基本です！

◆少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
◆保険料の額は自由に決められます。
◆年金は一生涯受給できます。
◆税制面での優遇措置があります。
◆農業の担い手には保険料の国庫補助があります。

お尋ねは農業委員会事務局まで

独立行政法人農業者年金基金の
ホームページもご覧ください。
http://www.nounen.go.jp/ 

農
地
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大
切
な
農
地
を　

　

守
り
ま
し
ょ
う

　

農
地
は
、
国
民
食
料
の
生
産

基
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
土

保
全
や
景
観
維
持
な
ど
多
面
的

か
つ
公
益
的
な
役
割
を
果
た
す

な
ど
、
公
共
的
財
産
と
も
い
う

べ
き
「
貴
重
な
資
源
」
で
す
。

　

こ
の
大
切
な
農
地
を
守
り
つ

つ
計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め

る
た
め
、
農
地
の
住
宅
地
や
駐

車
場
な
ど
へ
の
転
用
は
農
地
法

に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
は　
　

　
　
「
法
律
違
反
」

　

必
ず
許
可
を
…

　

農
地
に
住
宅
や
倉
庫
な
ど
を

建
築
し
た
り
、
駐
車
場
、
資
材

置
場
、
植
林
な
ど
の
目
的
に
使

用
す
る
と
き
は
、
事
前
に
農
地

法
に
よ
る
転
用
の
許
可
が
必
要

で
す
。
資
材
置
場
や
砂
利
採
取

な
ど
の
た
め
に
一
時
的
に
転
用

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

手
続
き
は
…

　

転
用
申
請
の
手
続
き
は
、
自

分
名
義
の
農
地
を
自
分
が
転
用

す
る
と
き
は
本
人
が
行
い
ま
す
。

他
人
名
義
の
農
地
を
買
っ
た
り

借
り
た
り
し
て
転
用
す
る
と
き

は
農
地
の
所
有
者
と
転
用
す
る

人
の
双
方
で
行
い
ま
す
。
窓
口

は
農
業
委
員
会
で
す
。

　

野
田
村
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
月
10
日
を
申
請
書
受
付
締
切

日
と
し
て
い
ま
す
。
許
可
・
着

工
ま
で
の
日
数
を
考
え
て
、
早

め
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

許
可
基
準
は
…

　

農
地
法
の
許
可
は
、
農
地
法

に
基
づ
い
て
個
別
に
判
断
さ
れ

ま
す
が
、
農
業
振
興
地
域
の
農

用
地
区
域
内
の
農
地
は
原
則
と

し
て
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
あ

っ
て
も
、
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
の
手
続
き
を
し
た
う
え
で

転
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

許
可
を
受
け
た
ら

　

変
更
手
続
き
を

　

許
可
を
受
け
た
ら
、
申
請
ど

お
り
転
用
計
画
を
実
行
し
ま
す
。

許
可
後
に
転
用
計
画
を
変
更
す

る
場
合
は
、
計
画
変
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

違
反
す
る
と　
　

　

こ
ん
な
罰
則
が

　

許
可
を
受
け
ず
に
工
事
に
着

手
す
る
と
、
農
地
法
違
反
と
し

て
知
事
が
工
事
を
中
止
さ
せ
、

元
の
農
地
に
復
元
さ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
従
わ
な

い
場
合
は
、
懲
役
ま
た
は
罰
金

の
厳
し
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

村
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
78
｜
２
９
３
４

農業委員会だより

許
可
が
必
要
で
す
！

農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
に
転
用
す
る
に
は

無断転用は

法律
違反

農地転用の種類について農地転用の種類について農地転用の種類について
４条申請 ５条申請　農地転用の標準処理期間は申請受付後、

許可書の交付まで６週間以内です。
　　□受 付 期 間　　毎月10日
　　　（休日の場合、前日の開庁日）
　　□現 地 調 査　　毎月18日ごろ
　　□総　　　会　　毎月25日ごろ
　　□許可書交付　　翌月20日ごろ

転用事務処理の流れ

自分名義の農地を転用
する場合で、申請者は
農地所有者本人となり
ます。

他人の土地を売買（貸借）
により転用する場合で、申
請者は土地所有者・転用事
業者の両者となります。

経営と暮らしに役立つ情報がいっぱいの農業総合専門紙です
　　　　農業、農政の動きをわかりやすく解説。
　　　　家族で楽しめる記事も充実しています。
　□ 発　行　日　　週１回（金曜日）
　□ 発　行　元　　全国農業会議所
　□ 購　読　料　　月600円　年間7,200円
　□ 申し込み　　村農業委員会事務局☎78－2934

農地転用入門



村税3億1439万円（10.5％）
繰入金1300万円（0.4％）

その他1億5721万円
（5.3％）

地方交付税
15億8348万円
（52.9％）

県支出金
2億4448万円
（8.2％）

村債2億5499万円（8.5％）

国庫支出金3億3627万円（11.2％）

その他8779万円（3.0％）

議会費4774万円（1.6％）
商工費7097万円（2.4％）

消防費1億6798万円（5.7％）

衛生費1億8704万円（6.4％）

教育費
3億4430万円
（11.8％）

土木費
3億400万円
（10.4％）

総務費
5億5880万円
（19.1％）

民生費
3億9123万円
（13.4％）

公債費
4億7329万円
（16.2％）

農林水産業費3億7954万円
（13.0％）

一般会計一般会計

歳入29億9161万円歳出29億2574万円

依
存
財
源

自
主

財
源

歳出 歳入
一般会計一般会計一般会計

性質別歳出決算額内訳　　
（単位：万円）

19年度

4億7078

2億1400

5億2699

4億8359

2億7307

3367

3億1688

7428

600

4億4286

28億4212

18年度

4億8434

1億8474

5億5164

4億3587

2億8294

1284

3億2217

3334

610

3億5479

26億6877

項　　目

　　人件費

　　扶助費

　　公債費

投資的経費

物件費

維持補修費

補助費等

積立金

投資及び出資金・貸付金

繰出金

合　　計

義
務
的
経
費

20年度

4億4094

2億2724

4億7329

5億4180

2億8364

4168

3億8998

1億3671

630

3億8416

29億2574

　

歳
入
総
額
は
対
前
年
度
比

３
・
５
％
増
の
29
億
９
１
６
１

万
円
で
し
た
。

　

内
訳
は
地
方
交
付
税
が
歳
入

全
体
の
52
・
９
％
で
15
億
８
３

４
８
万
円
を
占
め
ト
ッ
プ
。
次

い
で
国
庫
支
出
金
が
同
11
・
２

％
の
３
億
３
６
２
７
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
特
徴
は
、
国
の
緊
急
経

済
対
策
に
よ
る
定
額
給
付
金
給

付
事
業
な
ど
に
伴
い
、
国
庫
支

出
金
が
対
前
年
度
比
１
２
０
・

１
％
増
の
３
億
３
６
２
７
万
円

で
す
。
村
税
は
、
同
３
･
４
％

増
の
３
億
１
４
３
９
万
円
、
地

方
交
付
税
が
同
１
･
５
％
増
の

15
億
８
３
４
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

村
税
や
使
用
料
な
ど
の
自
主

財
源
は
16
・
２
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
対
前
年
度
比

２
・
９
％
増
の
29
億
２
５
７
４

万
円
で
し
た
。

　

目
的
別
に
見
る
と
総
務
費
が

５
億
５
８
８
０
万
円
で
歳
出
全

体
の
19
・
１
％
を
占
め
て
ト
ッ

プ
。
次
い
で
公
債
費
が
４
億
７

３
２
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

主
な
特
徴
は
、
財
政
調
整

基
金
や
公
共
施
設
等
整
備
基

金
へ
の
積
立
金
な
ど
の
総
務

費
が
対
前
年
度
比
30
・
３
％

増
の
５
億
５
８
８
０
万
円
、
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
耐
震
改

修
（
地
震
補
強
）
工
事
や
通

学
バ
ス
購
入
な
ど
の
教
育
費

14

　

9
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
開
か
れ
た
村
議
会

定
例
会
で
平
成
20
年
度
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

決
算
額
は
29
億
２
５
７
４
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
る
と
８
３
３
２
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
を
一
般
会

計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
同
45
・
３
％
増
の
３
億
４
４

３
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
一
方

で
、
国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
な
ど
の
商
工
費
が
同

30
・
１
％
減
の
７
０
９
７
万
円
、

公
債
費
は
同
10
・
２
％
減
の
４

億
７
３
２
９
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）

の
割
合
が
歳
出
全
体
の
39
・
０

％
で
対
前
年
度
比
５
・
８
％
減

少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
や
施
設
な
ど
の

基
盤
整
備
に
使
わ
れ
た
投
資
的

経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
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平成20年度

決   算   報   告

村
の
家
計
簿
を　

　
　

公
表
し
ま
す

国
庫
支
出
金
が

　
　

１
２
０
％
増

緊
急
経
済
対
策
の
定
額
給
付
金

小
・
中
学
校
の
耐
震

　
改
修
工
事
を
実
施

教
育
費
が
45
％
増



実質赤字比率
̶
̶

１７．７実質公債費比率 　３５．０
　４０．０
　２０．０

基　　　準平成19年度 基　　　準
早期健全化 財 政 再 生

将来負担比率

連結実質赤字比率

３９．８

̶
̶

１６．４

平成20年度

３０．３

0
0

0
比　　　率
資 金 不 足

基　　　準
経営健全化

20％
0

農業集落排水事業特別会計

国民宿舎事業特別会計
簡易水道事業特別会計
公共下水道事業特別会計

0

漁業集落排水事業特別会計

　２０．０
　１５．０

　２５．０
３５０．０

＜健全化判断比率＞

＜資金不足比率＞
＊実質赤字比率及び連結実質赤字比率０％以下（＝黒字である場合）は「－」と表示

（単位：％）

（単位：％）

特別会計の決算状況　　　
（単位：万円）

差引額

6122

485

18

14

15

138

574

△128

歳　出

6億614

4679

3207

9884

715

2億1242

2億4276

1億2208

歳　入

6億6736

5164

3225

9898

730

2億1380

2億4850

1億2080

会　計　名

国民健康保険

老 人 保 健

後期高齢者医療

農業集落排水

漁業集落排水

公共下水道

簡 易 水 道

国 民 宿 舎

目的別歳出決算額内訳　　
（単位：万円）

19年度

4755

4億483

4億2058

2億626

88

4億761

1億147

2億6190

1億6916

2億3690

5799

5億2699

28億4212

18年度

5352

3億7719

3億6917

1億4881

104

3億3994

6922

3億2503

1億8575

2億4435

311

5億5164

26億6877

項　　目

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

合　　計

20年度

4774

5億5880

3億9123

1億8704

85

3億7954

7097

3億400

1億6798

3億4430

0

4億7329

29億2574

害
復
旧
事
業
費
）
の
割
合
は
同

18
・
５
％
で
11
・
９
％
増
加
し

ま
し
た
。

　

新
規
事
業
は
、
城
内
二
又
線

改
良
舗
装
工
事
4
5
3
0
万
円
、

玉
川
地
区
防
火
水
槽
設
置
工
事

４
７
２
万
円
、
消
防
団
第
５
分

団
屯
所
新
築
工
事
９
４
７
万
円
、

小
学
校
及
び
中
学
校
耐
震
補
強

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　村は、地方財政の健全化を目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定され
た平成20年度決算による「健全化判断比率」「資金不足比率」を公表します。
　財政の健全性を示す指標を見ると、すべての比率が国の基準以下となっており、村の財政は健全運営を
維持しているといえます。実質公債費比率では、各会計の地方債の償還額が減少したことなどにより、比
率が1.3ポイント低くなりました。
　詳しい比率は、以下の表をご覧ください。

平成20年度野田村健全化判断比率平成20年度野田村健全化判断比率を公表公表しますします平成20年度野田村健全化判断比率を公表します

■指標の内容■
◎健全化判断比率
　地方公共団体の一般財源の規模を示す「標
準財政規模」に対する赤字額等の割合がどの
ぐらいかを算定した比率です。
①実質赤字比率…一般会計などの赤字額の割
合
②連結実質赤字比率…一般会計と特別会計（国
民健康保険特別会計、簡易水道事業特別会計
等）の各々の実質赤字比率を合算した村の会
計全体での赤字額の割合
③実質公債費比率…一般会計等が負担した地
方債（借入金）の返済額等の割合を３年間平
均したもの
④将来負担比率…地方債の返還金等一般会計
等が将来負担しなければならない負債の割合
◎資金不足比率
　村で運営している左記特定事業に対する資
金不足（＝赤字）を示す比率で、各会計に赤
字がなければ資金不足比率は「０」となります。

経
営
の
改
善

が
必
要
と
な
る

基
準

黄信号となる基準
赤信号となる基準

城
内
二
又
線
改
良
や

第
５
分
団
屯
所
新
築

新
規
事
業



学習コーナー

２年ぶりの優勝を飾った喜びの野田フェニックスＡチーム

真剣な表情で、講師のやり方を学びます

タオル地の柔らかい風合いのかわいい布ぞうりたち

16

涯生

　第28回教育長杯争奪少年野球大会が９月20
と21日、ライジングサンスタジアムで開かれ
ました。本村の野田フェニックスは２チームに
分かれ、久慈市宇部町の北竜ジャイアンツと久
喜黒潮に加え、本年度は普代村の普代スポーツ
と堀内スポーツの２チームが初参加し、計６チ
ームで優勝を争いました。
　途中、雨が降る場面もありましたが、保護者
をはじめたくさんの観客から熱い声援が飛び交
う中、熱戦が繰り広げられました。
　結果は、久喜黒潮を２対１で振り切った、野
田フェニックスＡが２年ぶりの優勝を飾りまし
た。

　いきいきライフの「布ぞうり編み方教室～タ
オル・フリースバージョン」は９月15と16日、
村生涯学習センターで開かれ、村内の13人が
参加しました。久慈市の大沢律子さんを講師に
迎え、使い古したタオルやフリースを再利用し、
すてきな布ぞうりに生まれ変わらせました。
　初めは、持ち寄ったタオルやフリースを同じ
幅に切って、ほつれないようにかがり縫いをし
て布を仕立てます。編みはじめや、編み方は全
員で一斉に教えてもらいましたが、一番難しい
鼻緒のつけ方は講師が一人一人丁寧に指導しま
した。慣れてくると参加者同士で教えあうなど、
和やかな雰囲気の中、全員が２日間で一足の布
ぞうりを完成させました。
　参加者は「布の再利用などで楽しみが増した。
出来上がりは思いがけない遊びがあり、形を工
夫して、楽しくできた」と感想を語りました。
　この布ぞうりは、総合文化祭で展示しますの
で、どうぞご覧ください。

平成21（2009）年10月号　№439　広報のだ

古い布で、環境と体にやさしいものづくり
いきいきライフ「布ぞうり編み方教室」

教育長杯争奪少年野球大会

野田フェニックスＡが２年ぶり優勝
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学習コーナー

９月19日の敬老会にて

17

■問い合わせ先　村立図書館  ☎78－2938

LIBRARY
■11月の『おはなし会』
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」によ
る読み聞かせの会を開催します。
　このほか、手遊びや歌遊び、折り紙遊びなどもし
ています。
【日時】11月14日（土）  14：00～
【場所】村生涯学習センター　談話室

■新刊紹介
・『悪党』　　　薬丸　岳
　犯罪被害者遺族は、何をもっ
て罪を赦すことができるのか。
犯罪者は何をもって罪を償った
といえるのだろうか。
　犯罪者と犯罪被害者遺族の心の葛藤を正面から切
り込んで描いた社会派ミステリーです。

・『藤子・F・不二雄大全集
　ドラえもん』　藤子・F・不二雄
　世代を超え、時代をつくった
キャラクター達が活躍する藤
子・F・不二雄ワールドをじっく
りたっぷり楽しめる愛蔵版マン
ガ全集。
　40年前の予告編から読むことができます。

　第45回村総合文化祭は、下記の日程で開催し
ます。日ごろ、さまざまなことに取り組んでい
る団体や個人の公演、作品などが展示されます。
　たくさんのご来場をお待ちしております。

■公演部門
　【日時】10月25日（日）　開場8：30　開演9：00
　【場所】村体育館
■展示部門・産業まつり
　【日時】10月30日（土）9：00～ 16：00
　　　　（産業まつり　10：00～ 16：00）
　　　　 11月１日（日）9：00～ 15：00
　　　　（産業まつり　 9：00～ 15：00）
　【場所】村体育館、総合センター、JA新岩手
　　　　 野田支所野菜出荷場

図書館だより
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Georgia's  Life
　こんにちは。日本に着いてから２カ月がたつのが信じら
れません。野田はとても住みやすくて、ホームシックを感
じることなく、家にいる時のような気持ちで、楽しく生活し
ています。
　野田でのさまざまな行事やお祭りに参加して、たくさん
の人に会えることがとても楽しいです。ニュージーランドで
は、１年で１週間しか花火をできないので、花火を楽し
むことができました。
　村の敬老会に参加して、たくさんの人と出会い、すばら
しい時間を過ごしました。このような行事は初めてでしたが、
ニュージーランドにもあるといいなと思いました。
　私を歓迎してくれたみなさんに感謝しています。これか
らの新しい経験を楽しみにしています。

村の芸術文化が勢ぞろい

涯生

ゆる

かっ　とう



ぼ
く
も　

わ
た
し
も

虫
歯
が
な
か
っ
た
よ
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　秋の狂犬病予防注射と登録受付を次の日程
で行います。生後91日以上の犬の飼主は、
毎年１回、狂犬病予防注射を受けさせること
に法律で定められています。愛犬のためにも
忘れずに予防注射をしましょう。対象地区以
外でも受けることができます。
■期日　10月29日（木）
■料金　新規登録の犬  6,100円
　　　　登録済みの犬  3,100円
■用意するもの
　新規登録の場合は印鑑が必要です。役場か
ら送られた「予防注射実施案内ハガキ」は必
ずお持ち下さい。
■問い合わせ　住民福祉課☎78-2927

狂犬病の予防注射お忘れなく

平成21（2009）年10月号　№439　広報のだ

虫歯予防ワンポイント！
　1  おやつは時間を決めて
　2  ジュースよりお茶
　3  夜は仕上げ磨きを

坂上　隼大くん（港）
̶ママから̶
仕上げ磨きを頑張ろうネ！

新山　大器くん（北区）
̶ママから̶
これからもチョコや甘いもの
を食べないようにしようネ！

たい　きはや　と

長根　大悟くん（下新山）
̶ママから̶
夜寝る前は歯磨きしようネ！

中居　梨和ちゃん（玉川）
̶ママから̶
寝る前は食べないで、甘いも
のは控えようネ！

り　 お だい　ご

平成21年度秋季犬の登録と狂犬病予防注射実施日程表

時　　間

9：05 ～ 9：10

9：20 ～ 9：25

9：35 ～ 9：40

10：00～10：05

10：10～10：15

10：20～10：25

10：35～10：40

10：50～11：00

11：10～11：15

11：25～11：35

11：45～11：50

13：05～13：10

13：20～13：25

13：40～13：45

14：00～14：05

14：25～14：30

14：40～14：45

14：50～14：55

15：05～15：10

15：20～15：25

15：30～15：50

対象地区

下　明　内

上　明　内

中　　　平

大　　　葛

種　　　綿

間　　　明

日　形　井

沢　　　山

沢山・和野平

米　　　田

上・下泉沢

南　　　浜

玉川・玉鉱

根　　　井

下　安　家

中　　　沢

広　　　内

港・下新山

上・中新山

北　　　区

上記以外の地区

場　　　　所

下明内構造改善センター前

旧上明内公民館前

中学校正門入口付近

大葛公民館前

種綿バス停前

間明公民館前

日形井バス停前

沢山バス停前

和野平バス停前

米田地区集落センター前

泉沢公民館前

南浜公民館前

旧漁協玉川支所前

根井地区構造改善センター前

下安家漁村センター前

中沢バス停前

広内公民館前

港公民館前

新山公民館前

村田歯科医院様向

野田分署前

犬に噛まれる事故が発生しています
犬はしっかりつないで飼いましょう

古い首ひも（綱）は交換しましょう

犬がいなくなったら直ちに連絡しましょう

マナーを守って楽しく共存しましょう

犬は毎日、散歩をさせましょう

月 
日

10　
　

月　
　

29　
　

日　
　
（
木
）

　

７
日
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
診
で
、
虫
歯
の
な
か

っ
た
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
日
歯
磨
き
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
虫
歯
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
ね
。

　

今
夜
の
”仕

上
げ
“は
マ
マ
、
そ
れ
と
も
パ
パ
!?

保健室
だより



のの
だ
ん
ち
ゅ

だ
ん
ち
ゅ

―
お
仕
事
は

　

久
慈
広
域
連
合
久
慈
消
防
本

部
久
慈
消
防
署
で
す
。
住
民
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
人
の
命

を
救
い
た
い
で
す
。

―
趣
味
は

　

車
好
き
で
、
中
古
の
ス
ー
プ

ラ
に
乗
っ
て
ま
す
。
八
戸
や
盛

岡
に
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
す
。

―
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は

　

石
に
似
た
小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク

が
つ
い
て
い
る
壁
を
手
と
足
を

使
っ
て
登
っ
て
い
く
ウ
ォ
ー
ル

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
。 

―
自
慢
で
き
る
こ
と
は

　

柔
道
２
段
の
腕
前
で
す
。
握

力
は
60
㌔
を
超
え
ま
す
。

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は

　

金
が
な
く
て
あ
ま
り
車
を
い

じ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

―
好
き
な
食
べ
物
は

　

焼
肉
で
す
。

―
自
分
の
性
格
は　

　

ま
じ
め
と
言
わ
れ
が
ち
で
す
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　村内の「空き家」や「宅地」をお持ちで「貸し
たい」または「売りたい」という人の申し込みを
受け付けています。
　これまで「貸してもいい」という登録が４件あ
りましたが、うち２件が成約しています。
　平成20年９月、横浜市から２人が間明地区へ
移住し１年が経ちました。
　村では、村内の空き家などを有効活用し村外か
らの移住を進め地域の活性化を図ることを目的に
「空き家情報バンク」を平成20年１月から設置し
ています。
　村内の空き家や宅地の物件を所有し、活用した
い人、ご登録いただける人はご連絡ください。
■申し込み・問い合わせ　総合政策室☎78-2111

「空き家情報バンク」にお申し込みを

が
、
面
倒
が
り
で
す
。

―
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は　

　

一
緒
に
い
て
楽
な
感
じ
の
人

で
す
♡
お
互
い
に
気
楽
な
子
が

い
い
で
す
ね
。
芸
能
人
で
言
え

ば
相
武
紗
季
ち
ゃ
ん
。

―
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は　

　

い
つ
も
の
ん
び
り
過
ご
せ
る

と
こ
ろ
で
す
。

―
次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
　

北
区
の
川
戸
道
大
輔
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

人
の
命
を
救
い
た
い
!!

明
内　

永
仁
さ
ん

　
　

―
20
歳
・
下
明
内
―

の
ぶ　
ひ
と

の
だ
ん
ち
ゅ野

田
人

Ｎ
О
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

「のだ山ぶどう
　　せんべい」が
　　５人に当たる！

たんけんクイズ
　先月号の当選者は、打座千尋さん（門前小路）、外舘星成くん（下明
内）、外舘奈々さん（同）、米田由希さん（同）、前田千晶さん（下泉沢）
です。おめでとうございます。

◎
ク
イ
ズ
で
す

問
題

　

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
店
内

に
入
り
、
３
つ
の
文
字
を
探
し

並
べ
替
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

言
葉
は
？

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住

所
、
地
区
名
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８ー

８
２
０
１

　

野
田
村
大
字
野
田
20ー

14

　

広
報
の
だ
係
ま
で
。

（
11
月
４
日
締
め
切
り
）

※

イ
ラ
ス
ト
な
ど
自
由
に
お
書

　

き
く
だ
さ
い
。

稚尋 ちゃん
（玉川）

上川睦巳さん・ひとみさん　次女

パパ、ママより

いつも笑わせてくれてありがとう。

これからもお姉ちゃんと仲良くネ！

ち　ひろ

伊咲 ちゃん
　　　（玉川）

長根学さん・浩子さん　長女

お兄ちゃんより

これからも仲良く一緒に

遊ぼうネ！

い　さき
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稚尋ちゃん
（玉川）

とみさん　次女

パパ、ママより

れてありがとう。

ち ひろ

　村内の「空き家」や「宅地」をお

「空き家情報バンク」にお
人
の
命明

内

これからもお姉ちゃ

　　　（玉川）

長根学さん・浩

お兄ちゃんより

これからも仲良

遊ぼうネ！

ゃんと仲良くネ！

伊咲ちゃん
（玉川）

い さき



アポイの樹風呼ぶまち
こ　かぜ

北
海
道
様
似
町
121121121121124

市街地を一望できる丘で

　

様
似
を
歩
き
、
そ
の
魅
力
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、「
様
似
フ
ッ
ト
パ
ス
の
つ

ど
い
」
が
、
10
月
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
発
祥

と
す
る
『
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の
ま

ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と

（
F
o
o
t
）が
で
き
る
小
道（
P
a
t
h
）』

の
こ
と
。
町
で
は
看
板
設
置
や
地
図
作
成

な
ど
、
フ
ッ
ト
パ
ス
の
整
備
を
進
め
、「
様

似
八
景
」「
様
似
山
道
」
の
２
コ
ー
ス
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
50
人
が
参
加

し
、
市
街
地
を
巡
る
様
似
八
景
コ
ー
ス
を

地
元
ス
タ
ッ
フ
が
案
内
。
住
宅
街
を
抜
け

坂
の
上
で
振
り
返
る
と
、
市
街
地
や
ア
ポ

イ
岳
が
一
望
で
き
る
景
色
に
、
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
観
音
山
や
親
子
岩
、
エ
ン

ル
ム
岬
な
ど
の
名
所
を
歩
き
、
商
店
で
買

い
物
を
す
る
な
ど
、
約
10
㌔
の
道
の
り
を

３
時
間
ほ
ど
か

け
て
歩
き
、
参

加
者
は
秋
の
一

日
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

様
似
フ
ッ
ト

パ
ス
の
地
図
は
、

様
似
駅
観
光
案

内
所
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
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〜
テ
ー
マ「
神
無
月
」〜

短　

歌

亀
甲
に
三
ツ
桜
紋
は
野
田
家
よ
り

　
　
　
　
　

賜
り
し
も
の
家
臣
の
あ
か
し　
　
　
　
　

岩
岡　

野
雲

あ
と
一
枚
わ
が
庭
十
景
さ
き
盛
る

　
　
　
　
　

萩
と
遊
鯉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
待
つ　
　
　
　
　
　

〃

咲
き
終
え
し
朝
顔
の
種
一
粒
も

　
　
　
　
　

余
す
こ
と
な
く
秋
を
拾
い
ぬ　
　
　
　
　

古
山　

静
香

十
五
夜
の
供
え
し
す
す
き
に

　
　
　
　
　

柔
ら
か
な
光
放
た
る
寺
庭
の
秋　
　
　
　

福
盛
田
信
子

寿
の
席
に
招
か
れ
出
ず
る
朝

　
　
　
　
　

銀
水
引
草
見
と
れ
い
し
お
り　
　
　
　
　
　
　

〃

俳　

句

爽
籟
に
最
も
聡
き
ポ
プ
ラ
の
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勲

鈴
虫
の
日
中
を
鳴
い
て
み
ん
な
留
守　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

梁
打
つ
や
釣
舟
草
の
真
盛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

花
野
来
て
妻
は
少
女
と
な
り
し
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

栗
ご
は
ん
山
盛
り
に
し
て
亡
き
ひ
と
へ　
　
　
　
　
　

岩
山　

晶
川

望
月
や
花
に
団
子
に
星
も
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

名
月
も
ひ
と
り
は
佗
び
し
花
す
す
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

葉
牡
丹
の
種
ま
く
時
季
や
神
無
月　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　
　

満

山
も
ゆ
る
「
も
み
じ
」
映
せ
し
あ
か
ね
空　
　
　
　
　
　
　

〃

川　

柳

わ
が
村
の
自
慢
の
一
つ
ゴ
ル
フ
場　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

図
書
館
投
稿
箱
よ
り

赤
と
ん
ぼ
い
っ
ぱ
い
飛
ん
で
る
お
も
し
ろ
い　
　
　
　

外
舘　

奈
々

せ
ん
た
く
き
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
り
目
が
ま
わ
る　
　
　
　

丹
治
ゆ
ず
き

秋
の
花
コ
ス
モ
ス
い
っ
ぱ
い
花
畑　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
莉
加
子

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

さ
と

ひ　

な
か

ま
っ
さ
か
り

き
っ　
こ
う

こ
と
ほ
ぎ

◯ナ
お
い
し
そ
う
に
草
を
食
べ
て
る
ネ
♡

　　
　 前

田
千
晶
さ
ん（
下
泉
沢
・
９
歳
）

◯ナ
線
に
力
を
感
じ
ま
す
！

　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
ざ
ゆ
う
き
く
ん

　
　
　
　
　
　
（
門
前
小
路
・
８
歳
）

◯ナ
魚
は
元
気
に
泳
い
で
る
ネ
！

　　
　
　
　
　

う
ち
ざ
り
ょ
う
た
く
ん

　
　
　
　
　
　
（
門
前
小
路
・
２
歳
）

◯ナ
イ
カ
や
タ
コ
も
楽
し
そ
う
！

　　
　 打

座
千
尋
さ
ん（
門
前
小
路
・
９
歳
）

◯ナ
友
達
が
た
く
さ
ん
い
る
ネ
！

　　
　 外

舘
星
成
く
ん（
下
明
内
・
９
歳
）

◯ナ
ウ
イ
ン
ク
が
か
わ
い
い
ネ
♡

　　
　 外

舘
奈
々
さ
ん（
下
明
内
・
10
歳
）

平成21（2009）年10月号　№439　広報のだ

も
ん

は
ぎ

そ
う　
ら
い

や
な

◯ナ
キ
ャ
ラ
が
い
っ
ぱ
い
♡

　　
　 米

田
由
希
さ
ん（
下
明
内
・
９
歳
）

友　好　町　村　だ　よ　り

様
似
フ
ッ
ト
パ
ス
の

　
　
　
　

つ
ど
い
開
催

みみ
んん
なな
のの
声声

イイ
ララ
スス
トト

ココ
ーー
ナナ
ーー



このコーナーでは高齢者の生活に関連する

制度や事業などについて紹介していきます。

住民福祉課 ☎78－2927

　
介
護
認
定
申
請
の
手
順

高齢者が病気やけがで入院したとき、病院側
から、「介護認定の申請をしてください」と
言われる場合が多くあります。
手続きはたいてい、家族が行うこととなりま
す。今回は、介護認定申請の手順を紹介します。

　高齢者やその家族が抱えている
悩み、心配ごとなどの相談に応じ
ます。相談は無料。
◇相談日時
　一般相談：月～金曜
　　　　　　９時～ 17時
　専門相談：毎月定期
（法律、医療、人生相談など、
専門家による相談。予約が必要）
◇相談先
岩手県高齢者総合支援センター
相談専用フリーダイヤル
０１２０－８４８－５８４

　全３回で開催したボランティア養成講座は10月１日、最終回
を迎え、９名が修了しました。修了者はボランティアとして、
11月から始まる介護予防事業「お達者道場」をサポートする「お
達者サポーター」として、今後の活躍が期待されます。
　講座を終えた修了生は「自分も健康づくりを始めようと思った」
「高齢者とのふれあいの中で、元気をもらった」「集まって楽しく
運動すると気持ちが良い」など、感想を話していました。
　今年の対象地区は城内地区です。対象者には看護師が訪問しま
す。積極的にご参加ください。

高齢者の総合相談
「シルバー110番」
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な
ぜ
認
定
が
必
要
？

　

病
気
や
け
が
か
ら
あ
る
程
度

回
復
し
、
退
院
と
な
っ
て
も
、

身
体
機
能
が
元
の
状
態
ま
で
回

復
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
血
管
疾
患
で
は
、
手
足
に

ま
ひ
が
残
っ
た
り
、
判
断
能
力

が
衰
え
た
り
し
た
と
き
、
自
宅

で
生
活
を
す
る
た
め
、
家
族
の

助
け
（
介
助
）
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

退
院
後
、
す
ぐ
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
介
護
認

定
を
受
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

申
請
の
手
続
き
は
？

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
役
場
で
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

役
場
は
、
申
請
を
受
け
付
け

る
と
、
主
治
医
に
意
見
書
の
提

出
を
求
め
ま
す
。
久
慈
広
域
連

合
で
は
、
調
査
員
が
訪
問
し
て
、

身
体
・
生
活
の
状
況
な
ど
を
調

査
し
ま
す
。

　

主
治
医
意
見
書
と
訪
問
調
査

の
結
果
を
受
け
て
、
介
護
度
を

認
定
し
ま
す
。
申
請
か
ら
認
定

ま
で
は
、
お
よ
そ
１
カ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
さ
ら
に
心
身
の
状
況
が
悪

化
し
た
場
合
に
は
、
介
護
度
の

「
区
分
変
更
」
申
請
を
行
い
ま

す
。
手
続
き
は
新
規
の
場
合
と

同
じ
で
す
。

こ
ん
な
場
合
は
？

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
介

護
認
定
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

・
身
体
機
能
が
回
復
す
る
見
込

で
あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
な
い
場
合

・
家
族
な
ど
が
介
護
す
る
た
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し

な
い
場
合

⑲

お達者コーナーお達者コーナー

    お達者サポーター誕生！    お達者サポーター誕生！    お達者サポーター誕生！
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 港-広内間の路肩が崩落！
（10/9  台風18号のつめ跡）

きれいな道路を守る！
（10/1  県建設業協会久慈支部）

三陸鉄道で芸術の旅へ！
（9/30  お絵かき列車）
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キラッとのだとのだキラッとのだ

ちょっと

　 寄り
道

エンジェルストランペット…キダチチョウセン
アサガオ属、ナス科属のひとつ。春から秋にか
けて、下向きに垂れ下がった花をつける。花は
つぼみから飛び出すような形で咲く。花言葉は、
愛敬、偽りの魅力、変装、愛嬌。

年金です

　国民年金の保険料は、納めた全額が社会保険料控除の対象です。
　年末調整や確定申告で、国民年金保険料を申告するときは「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」の提出が必要です。
　控除証明書は11月初旬に社会保険庁から郵送する予定ですので、大切に保管し、
忘れずに申告しましょう。 
　なお、年の途中から国民年金に加入した人や今年10月以降に初めて保険料を
納めた人は、来年２月に控除証明書を送付します。 
■控除証明書豆知識
○家族の保険料を納めた場合でも控除対象となり、納付した人が申告できます。 
○控除証明書の送付後に保険料を納付した場合、領収証書を添付することで合
　算して申告できます。 
■問い合わせ　二戸社会保険事務所☎0195-23-4111、住民福祉課☎78-2928、
　　　　　　　税務課☎78-2930

　国民年金保険料の控除証明書が
　　　　　　　　　　　送付されます

　村・消防団・婦人消防協力隊は、災害に強い地域づくりを進めるため、被災者
への炊出しや、消防団をサポートする「婦人消防協力隊員」を募集します。
　訓練や行事に全て参加できなくても構いませんので、お気軽にお申込み下さい。
■活動内容
○家庭での防火知識、けがに対する応急処置方法の習得
○地域における初期消火訓練の実施
○地震津波避難訓練への参加
○消防団特別点検、消防出初め式への参加
○災害時に、被災者や現場で活動する団員への炊出しなど
※活動はボランティアではなく、活動に対する出動手当が支給されます。
■対象者　野田村内に居住、または勤務している女性（年齢制限はありません）
■問い合わせ　久慈消防署野田分署☎78-2119、総務課☎78-2111

婦人消防協力隊員を募集
アクアウォークで婚活しよう
　清らかなオゾンシャワーを浴び
ながら清流・安家川を散策する、第
１回縁結びアクアウォークを開催し
ます。
　気分転換しながらのウォーキン
グの後は、えぼし荘の風呂で汗を流
しカクテルパーティーで交流を深め
ます。
■日時　11月８日（日）9：00～
■集合場所　国民宿舎えぼし荘
■対象　久慈市、野田村、普代村、岩
泉町の独身男女（グループ参加も可）
■参加費　3,000円
■締め切り　11月５日（木）
■問い合わせ　国民宿舎えぼし荘
　☎78-2225

秋のさんてつ祭り
　三陸鉄道開業25周年記念「秋の
さんてつ祭り」を開催します。
■日程　10月31日（土）～
　　　　　　　　11月1日（日）
■場所　久慈市 土風館、久慈駅前、
　　　　三陸鉄道車両基地
■内容　10月31日（土）18：30～
　　　・前夜祭列車運行
　　　　11月1日（日）9：50～
　　　・オープニングセレモニー
　　　・さんてつお祭り広場
　　　・三陸鉄道車両基地公開
　　　・全国鉄道むすめサミット＆
　　　　久慈ありすのバースデーパ
　　　　ーティー
■問い合わせ　三陸鉄道北リアス線
運行本部☎52-3411
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 仲良くかけっこ！
（9/19  野田村保育所運動会）

 カタクチイワシで煮干しづくり！
（9/18）

 交通事故防止を呼びかけ！
（9/24  秋の交通安全運動）

本音で語ろう県議会
　岩手県議会は、県民の県議会活動
への参加の機会を充実するため、「岩
手県議会と県民との意見交換会『本
音で語ろう県議会』」を開催します。
■日時　11月19日（木）
　　　　18：30～ 20：00
■場所　久慈地区合同庁舎
　　　　６階大会議室
■内容　９月定例会に開かれた決算
特別委員会の審議内容を報告し、県
議会に対する意見や提言を伺います。
■その他　参加費無料
　　　　　事前申込は不要
■問い合わせ　岩手県議会事務局議
事調査課☎019-629-6021

久慈高「学校公開」
■日時・場所

　正面玄関で受け付けし、見学証を
お受け取り下さい。同証を携行し、
自由にご見学ください。
■問い合わせ　岩手県立久慈高等学
校☎55-2211

最 低 賃 金  6 3 1  円
　岩手県最低賃金が、平成21年10
月４日より時間額628円から631円
となりました。
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戸籍の窓口
★お誕生おめでとう
　　前　川　佳　梨（浩一・真智子）下泉沢
　　崎　山　泰　雅（史暁・梢）　 下新山
♡いつまでもお幸せに
　　南　川　正　樹　　　　　　 玉　川
　　下　向　　　潤　　　　　　 中　平
　　大　崎　裕　之　　　　　　 中新山
　　下　向　　　蘭　　　　　　 中　平
　　坂　上　知　活　　　　　　 北　区
　　佐　藤　香奈子　　　　　　 北　区
　　野　竹　晃　史　　　　　　 米　田
　　久　慈　　　幸　　　　　　 久慈市
■ご冥福を祈ります
　　大　澤　貞次郎（84）　　 門前小路
　　栁　幸　福　一（83）　　　 大　葛
　　中　村　邦　雄（92）　　　 大　葛
　　山　﨑　公　一（82）　　　 間　明
人の動き
　　　男　　２,４０８　人 　（－ 3）
　　　女　　２,５１４　人 　（－ 1）
　　　計　　４,９２２　人 　（－ 4）
　　世帯数　１,６８３世帯（＋ 1）
　　○村内の交通事故　人身事故　１件
　　　　　　　　　　　物損事故　１件
　　○救急車出動件数　　　　　　16件
　　　　　　　　　　（うち村外　４件）
　　○飲酒運転検挙者数　　　　　０人
　　（平成19年８月からの累計１人）
交通死亡事故ゼロ継続中
　　　　　４０７日（９月末現在）
駐在所だより
　９月末、サモア沖の大地震で、津波注意
報が発令されましたが、幸い日本には大き
な影響がありませんでした。
　宮城県沖地震は今後30年以内に99％の確
率で発生すると言われています。
　いつ発生するか予想できない災害に対し、
非常持出品を準備するなど日頃から防災に
対する意識を高めましょう。
■問い合わせ
　久慈警察署野田駐在所 ☎78-2161
ほっとひといき
▼新型インフルエンザが猛威を振るい野田小
が学校閉鎖▼村内でマスク着用者が急増▼台
風18号が来襲、被害にも負けず稲やヤマブ
ドウが無事に収穫期を迎える　　　　　　ナ

■問い合わせ　岩手労働局労働基準
部賃金室☎019-604-3008

岩手大学「社会人学生募集」
　岩手大学は、社会人入試学生を募
集します。
■受付期間　
　11月１日（日）～ 6日（金）　【必着】

■選抜日程　11月25日（水）
■問い合わせ　岩手大学学務部入試
　課☎019-621-6064
　http://www.iwate-u.ac.jp

無 料 労 働 相 談 会
　労使間トラブルでお困りの人のた
めに無料労働相談会を開催します。
■日時　11月１日（日）
　　　　13：00～ 16：00
■場所　久慈市勤労青少年ホーム
　　　　（ジョブカフェ久慈）
■内容　労使間の労働問題全般（解
雇、雇止め、減給、配転、パワハラ、
セクハラ、給与手当等不当請求、労
使紛争など）
■その他　電話予約必要、当日申し
込み可。（予約優先）
■問い合わせ　岩手県労働委員会事
務局☎019-629-6276

か　　　りん

たい　　　が

のだスナップ集

募集人員

若干名

９月受け付け分
（敬称略）

学部 課　程 コース

生涯教育
課程

芸術文化
課程

日本語・
地域文化
コース
美術・
デザイン
コース

教 育
学 部

期　間

本　校

長内校

10/26（月）～
30(金)

11/４（水）～
６(金)

時　間

13：00～
17：00

17：30～
20：30

（
（
（
（

九戸郡野田村大字野田16ー20

ＴＥＬ 080-5220-5368

健康になるためのカイロプラクティック総合指導法
肩こり、腰痛でお悩みの方、悩み解消!!

＊カイロプラクティックとは、
背骨や骨盤の歪みを徒手によ
って矯正する治療法で、薬物
や手術を除く体操・食餌・物
理療法を含む治療法です

JCA 日本カイロプラクティック連合会
　　 全国健康生活普及会会員

カイロプラクター  北田幸二

電話予約電話予約して下さいして下さい電話予約して下さい
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の
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計
測
し
た
ら
高
さ
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㌢
、
直

径
64
㌢
、
胴
回
り
は
２
・
１
㍍
。

気
に
な
る
重
量
は
体
重
計
で
量
っ

た
と
こ
ろ
83
㌔
も
あ
り
ま
し
た
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ポ
ン
キ
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は
ア
ト
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ン
テ
ィ

ク
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
種
の
カ
ボ
チ

ャ
で
別
名
「
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
」
と

も
言
わ
れ
、
成
熟
ま
で
１
２
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日
く
ら
い
か
か
り
ま
す
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家
畜
の
飼
料
用
に
栽
培
さ
れ
、

通
常
は
30
㎏
程
度
の
重
さ
が
普

通
で
す
。
果
肉
は
黄
色
や
オ
レ
ン

ジ
色
、
果
皮
の
色
は
オ
レ
ン
ジ
色

が
多
く
、
灰
白
色
や
薄
緑
色
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。

けいらんとがんづき

もち米の粉 ‥‥‥‥‥ 80㌘
白玉粉 ‥‥‥‥‥‥‥ 40㌘
くるみ ‥‥‥‥‥‥‥ 適宜
黒砂糖 ‥‥‥‥‥‥‥ 適宜
からし ‥‥‥‥‥‥‥ 適宜
《具》
シイタケ ‥‥‥‥‥‥ ６枚
そうめん ‥‥‥‥ 20～30本
三つ葉 ‥‥‥‥‥‥‥ 少量
花麩 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ６枚
《汁》 
だし汁（昆布、かつお節）６カップ
薄口しょうゆ・塩・みりん・酒　各適量

神
無
月

S E A S ON

NODA

四

季

だだ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

だ

市
旬菜
の

場

＜作り方＞
①もち米の粉と白玉粉を合わせ、水を
少量ずつ加えながら耳たぶ位の軟ら
かさにこねる。
②６等分し、それぞれにくるみ・黒砂
　糖・からしを包んで卵の形に整える。
③沸騰したお湯でゆでて、水にとる。
④シイタケ…だし汁でゆでて飾り切り
　そうめん…半分に折ってゆでておく
　三つ葉……食べやすい長さに切る
　花麩………水で戻しておく
⑤だし汁を沸かし、塩・薄口しょうゆ
　で調味する。
⑥お椀に⑤を注ぎ、鶏卵・しいたけ・
三つ葉・花麩を盛り付け、そうめん
を鶏卵のまわりに飾る。

■ 

撮
影
日　

平
成
21
年
10
月
14
日

■ 

撮
影
地　

下
明
内

ジ
ャ
ン
ボ

　

カ
ボ
チ
ャ

鶏卵
●  材　料  ●（６人分）

けいらん


